
口腔がん検診の課題
1. 希少癌であり、単独の実施は難しい。
2. 早期発見が原則であることは変わりない
3. 直視が可能である。
4. 異変に気付いたら、確認は何？

当科における過去10年間の
顎口腔領域悪性腫瘍の臨床統計的検討
（2017年7月15日 新潟がん治療研究会）

【対象】
・ 期間：2007年1月～2016年12月（10年間）
・ 症例：新潟大学医歯学総合病院 顎顔面口腔外科
を初診した悪性腫瘍273例

・ 調査項目：性別・年齢、発生部位、病理組織学的
分類、病期分類、治療法、治療成績
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